
４
月
２
日
に
高
速
船
甑
島
が
就

航
し
ま
す
。皆
さ
ん
、ぜ
ひ
、新

船
に
乗
っ
て
甑
島
に
観
光
に
来
て
く
だ

さ
い
。５
月
に
な
る
と
カ
ノ
コ
ユ
リ
も

咲
い
て
き
れ
い
で
す
よ
。夏
に
来
て
も

良
い
で
す
よ
。海
も
き
れ
い
で
す
し
、釣

り
も
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
も
良
い
で
す
よ
。

海
水
浴
も
楽
し
い
で
す
。そ
れ
か
ら
、化

石
の
発
掘
と
か
も
ど
う
で
す
か
。ぜ
ひ

一
度
、甑
島
に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
か
の
こ
ゆ
り
・
49
歳
女
性
）

◆

広
報
紙
に
以
前
甑
島
で
お
世
話

に
な
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん

の
記
事
が
載
っ
て
い
た
の
で
、懐
か
し

く
思
い
お
電
話
し
ま
し
た
。昔
と
少
し

も
お
変
わ
り
な
く
、嬉
し
く
て
涙
が
出

そ
う
で
し
た
。主
人
が
残
し
て
く
れ
た

昔
の
友
人
は
私
の
宝
物
で
す
。い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
島
の
発
展
の
た
め
に
ご

尽
力
く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

素
敵
な
観
光
ル
ー
ト
が
で
き
、甑
島

が
う
ん
と
近
く
に
な
り
ま
し
た
。甑
島

は
、人
情
、景
観
、海
、グ
ル
メ
な
ど
素
晴

ら
し
い
で
す
。ど
う
ぞ
皆
さ
ま
甑
島
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。高
速
船

甑
島（
Ｋケ
イ

│
Ｌラ

イ

ナ

ー

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
）が
末
永
く
幸

せ
を
運
び
繁
盛
す
る
よ
う
に
願
っ
て
い

ま
す
。

（
77
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
77
歳
女
性
）

◆

大
阪
の
万
国
博
覧
会
を
見
て
、

東
京
の
入
社
式
に
臨
ん
で
は

や
、
す
で
に
年
金
生
活
。
学
び
舎
を
離

れ
て
逝
く
友
の
知
ら
せ
に
駆
っ
て
、
数

十
名
の
学
友
に
同
窓
会
の
案
内
を
発
送

し
た
。

　

宮
崎
、
福
岡
か
ら
参
加
の
知
ら
せ
。

宮
城
か
ら
は
都
合
あ
り
で
不
参
加
。
東

京
か
ら
も
国
内
旅
行
で
不
参
加
。
熊
本

か
ら
は
住
所
不
明
で
案
内
返
却
な
ど
あ

る
中
、
病
弱
な
年
賀
の
恩
師
か
ら
、
な

ん
と
か
川
内
ま
で
行
け
る
と
の
電
話
に

意
を
強
く
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
は
駅
前
の
ホ
テ
ル
、
サ

ブ
プ
ラ
ン
と
し
て
、
学
生
時
代
に
焼
畑

の
牧
場
実
習
を
し
た
入
来
の
山
の
見
学

も
企
画
し
た
。
山
の
牧
場
は
折
り
し
も

学
生
実
習
と
重
な
り
、
疫
病
予
防
の
観

点
か
ら
遠
く
か
ら
の
見
学
と
な
っ
た
。

　

４
年
間
通
学
で
お
世
話
に
な
っ
た
蒸

気
機
関
車
も
な
く
、
今
は
新
幹
線
で
あ

る
。
上
京
の
折
の
路
線
も
肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
と
化
し
た
の
で
、
こ
の
度
の
同

窓
会
を
、
こ
の
鉄
道
の
開
業
10
周
年
と

な
る
開
業
記
念
日
に
開
催
し
た
。
そ
の

夜
は
学
友
と
懐
か
し
き
思
い
出
を
語
り

合
っ
た
。

（
鶴
崎
太
郎
・
66
歳
男
性
）

◆

川
内
美
術
協
会
で
は
、
年
に
２

回
の
作
品
展
と
、
月
１
回
の

実
技
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
画
、
水
彩
画
、
油
絵
、

立
体
造
形
、
陶
芸
、
和
紙
工
芸
、
押

絵
画
の
仲
間
た
ち
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
一
緒
に
学
ん
で
、
労
作

を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、
会
員
募
集
中
で
す
。
年
会

費
は
６
０
０
０
円（
予
定
）で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

０
９
０（
９
５
７
５
）４
３
１
９

（
25
）２
３
８
６

（
川
畑
清
美
・
66
歳
男
性
）

◀�

写
真
は
、
作
品
展
会
場
で
審
査
員

か
ら
講
評
と
指
導
を
受
け
て
い
る

場
面
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ペ
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ネ
ー
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年
齢　
　
　
　

才　
　

性
別　

男
・
女

　

行

　５月号に掲載された方から全日本女
子バレーボールチームのサインを１名
に、日本ハムファイターズ木佐貫洋投
手のサインを１名にプレゼント。その
他掲載された方には、竹ノート（B5 版）
を贈ります。
【応募締切：４月 18 日（金）消印有効】
（当選の発表は、発送を持って替えさ
せていただきます。）

プレゼント

　

昨
年
６
月
号
の｢

読

者
の
ひ
ろ
ば｣

で
紹
介

さ
れ
た
、
仏
壇
の
前
で

私
と
一
緒
に
お
参
り
す

る
飼
猫
の
ハ
ナ
で
す
。

お
参
り
が
済
ん
だ
後
も

し
ば
ら
く
座
布
団
の
上

が
お
気
に
入
り
で
す
。

(

せ
ん
で
ガ
ラ
ッ
パ
・

62
歳
男
性)
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約４年間通勤しているが、今年も珍しいものをみた。
それは冬の日本海の風物詩とばかり思っていた「波の

花」が鹿島町でもみられた。最初は雪かなと思い眺めている
と無数の泡が舞っている。車を降りカメラ片手にパチリ。こ
のことを支所で話すと地元の職員は｢あぁ～アレねっ｣と、さ
ほど珍しくもないようで興奮しているは自分だけ。また、こ
れを｢波の花」と呼んだ、日本人の感性って素晴らしいと思う
ことでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尾﨑）

春はスタートの季節。３月末をもってお世話になった
先輩方が職場を去られ、第２の人生をスタートされ

ました。４月からは、社会人としての第一歩を踏み出した初々
しい新人たちが、職場で悪戦苦闘しながら一生懸命仕事に取
り組んでいます。私も初心を忘れずに、市民の皆さまにより
良い広報紙をお届けできるよう新年度をスタートしたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （鞘脇）

やくしょにコール

担当者の声

◎表紙の説明

五穀豊穣を祈願
　　　　次郎次郎踊を奉納

　３月２日（日）、久見崎町の諏訪神社と水引町の射
いすぐる

勝神社で、伝
統芸能の次郎次郎踊がそれぞれ奉納されました。どちらも豊作を
祈願する行事ですが、久見崎町のものが滑稽な芝居であるのに対
して、水引町のものは無言劇で、それぞれ独特な雰囲気があり、
見物客も真剣に見入っていました。
■表紙写真：射勝神社（水引町）の次郎次郎踊

献血にご協力ください

【時】＝４月25日（金）　9時30分〜16時30分
【所】＝川内文化ホール
【問合先】＝市民健康課予防グループ　（川内保健センター内）
（22）8811

諏訪神社（久見崎町）の次郎次郎踊

諏訪神社（久見崎町）の次郎次郎踊

30広報薩摩川内　2014.4.1031 2014.4.10　広報さつませんだい


